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研究シーズ概要 

本研究で使用する装置は植物に含まれ

るフィトンチッドを低温で抽出できる減

圧蒸留装置である。廃棄物から付加価値の

高い製品を創り出すというコンセプトの

もと、私が 2010年に設計し製品化した。こ

の装置を使用して様々な植物のフィトン

チッドを抽出し、その芳香や効果を検証し

ている。そのままでも商品価値のある精油

はもとより、芳香蒸留水に注目し、その効

果を利用した商品提案などをしている。現

在も 2社と連携研究を進めている。 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 

◆減圧蒸留器を使用して特定の植物のフィトンチッドを抽出し、効果について評

価。 

◆小ロットの試験生産を行い商品化の評価を行うことも可能。 

◆装置自体の設計・改良も可能。 

 

用途・効果 

・市場 

◆小ロットで簡単に減圧蒸留を行うことができるため商品の試験生産が可能であ

る。 

◆これまで廃棄されてきた果実を収穫した後の残渣や間伐された木材、摘果などに

よって廃棄される果実などを利用して高付加価値の高い商品を開発することが可

能である。（もちろん SDGzに沿った商品開発でもある。） 

研究者の 

業績等 

◆『創造性教育とモノづくり－工業高校発、製品開発によるイノベーションの方法

論－』ナカニシヤ出版 

◆『減圧蒸留器の設計』大阪にある企業から設計依頼を受け食品加工機械メーカー

で製造 
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大阪産業大学 社会連携・研究推進センター 産業研究所事務室 
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